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議案第１０３号 

 

 

   令和４年度厚木市病院事業会計補正予算（第１号） 

 

 

（総則） 

第１条 令和４年度の厚木市の病院事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

（収益的支出の補正） 

第２条 令和４年度厚木市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収

益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

（科   目）    （既決予定額）   （補正予定額）   （計） 

支  出 

第１款 病院事業費用   11,555,000千円    83,000千円  11,638,000千円 

第１項 医業費用    11,186,033千円    83,000千円  11,269,033千円 

（資本的収入及び支出の補正） 

第３条 予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

（科   目）    （既決予定額）   （補正予定額）   （計） 

収  入 

第１款 資本的収入      798,000千円    640,000千円   1,438,000千円 

第１項 負担金       540,676千円    315,000千円    855,676千円 

第２項 企業債       251,500千円    325,000千円    576,500千円 

支  出 

第１款 資本的支出     1,237,000千円    640,000千円   1,877,000千円 

第１項 建設改良費     346,324千円    640,000千円    986,324千円 

（債務負担行為の補正） 

第４条 予算第５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を次の

とおり補正する。 

追加 

事  項 期   間 限 度 額 

手術支援ロボット賃貸借（令和４年度分） 
令和５年度～ 

令和12年度 
588,000千円 
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（企業債の補正） 
第５条 予算第６条に定めた起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を次

のとおり補正する。 

追加 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率  償還の方法 

病院整備事業 325,000千円 

普通貸借又は証券

発行。なお、起債

の全部又は一部を

翌年度へ繰り越し

て借り入れること

ができる。 

年3.0％以内（ただ

し、利率見直し方式

で借り入れる政府資

金等について、利率

の見直しを行った後

においては、当該見

直し後の利率） 

償還期間は、据置期間を含

め30年以内。ただし、財政

上の都合により償還期限を

短縮し、繰上償還し、又は

低利債に借り換えることが

できる。 

 

 

令和４年１１月３０日提出 

 

 

厚木市長  小 林 常 良 
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令和４年度 
厚木市病院事業会計 

補正予算（第１号）に関する説明書 



支　出

既決予定額 補正予定額 計 備考

１病院事業費用 11,555,000 83,000 11,638,000

１ 医業費用 11,186,033 83,000 11,269,033

３ 経費 1,937,820 83,000 2,020,820 光熱水費

収　入

既決予定額 補正予定額 計 備考

１資本的収入 798,000 640,000 1,438,000

１ 負担金 540,676 315,000 855,676

１ 他会計負担金 540,676 315,000 855,676 一般会計負担金

２企業債 251,500 325,000 576,500

１ 企業債 251,500 325,000 576,500 病院事業債

支　出

既決予定額 補正予定額 計 備考

１資本的支出 1,237,000 640,000 1,877,000

１ 建設改良費 346,324 640,000 986,324

２ 病院整備事業費 20,000 640,000 660,000 浸水防止対策工事

項款 目

（単位：千円）

令和４年度厚木市病院事業会計

補正予算実施計画

収益的支出

（単位：千円）

資本的収入及び支出

（単位：千円）

目

目

款

款 項

項
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(単位：千円）

１ 業 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

当年度純利益 104,317

減価償却費 927,269

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,234

賞与引当金の増減額（△は減少） △ 16,143

法定福利費引当金の増減額（△は減少） 10,939

退職給付引当金の増減額（△は減少） 42,174

固定資産除却費 10,000

長期前受金戻入額 △ 495,212

その他 △ 8,795

受取利息及び受取配当金 △ 3,286

支払利息 104,817

未収金の増減額（△は増加） 546,147

未払金の増減額（△は減少） △ 2,220

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,800

小計 1,223,041

受取利息及び受取配当金 3,286

利息の支払額 △ 104,817

業務活動によるキャッシュ・フロー 1,121,510

２ 投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

有形固定資産の取得による支出 △ 843,162

有形固定資産の売却による収入 1

貸付金による支出 △ 14,400

貸付金の回収による収入 721

補助金による収入 28,381

一般会計からの繰入金による収入 855,676

基金積立による支出 △ 82,488

基金取崩しによる収入 5,822

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 49,449

３ 財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 576,500

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 760,454

他会計借入金の返済による支出 △ 33,334

リース債務返済による支出 △ 58,847

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 276,135

資金増加額（△は減少） 795,926

資金期首残高 4,057,238

資金期末残高 4,853,164

令和４年度厚木市病院事業予定キャッシュ・フロー計算書
（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）
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追　加

（令和４年度分） 588,000手 術 支 援 ロ ボ ッ ト 賃 貸 借

債　務　負　担　行　為　に

事　        　項 限　　度　　額

千円
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期　間 金　額
千円 千円

関　す　る　調　書　（　補　正　）

　　令和３年度末までの支払義務
　　発生（見込）額

　　　令和４年度以降の支払義務
　　　発生予定額 左の財源内訳

金　額 期　間

令和５年度～
令和12年度

588,000
損 益 勘 定 資 金
損益勘定留保資金
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(単位:千円)

1 固     定     資     産

(1) 有  形  固  定  資  産

イ 土 地 2,980,808

ロ 建 物 13,816,812

減 価 償 却 累 計 額 △ 3,697,284 10,119,528

ハ 構 築 物 1,149,846

減 価 償 却 累 計 額 △ 71,169 1,078,677

ニ 器 械 備 品 5,521,767

減 価 償 却 累 計 額 △ 4,301,683 1,220,084

ホ 車 両 9,162

減 価 償 却 累 計 額 △ 4,050 5,112

へ リ ー ス 資 産 214,076

減 価 償 却 累 計 額 △ 65,882 148,194

有形固定資産合計 15,552,403

(2) 無　形　固　定　資　産

イ 電 話 加 入 権 1,448

ロ ソ フ ト ウ ェ ア 4,942

無形固定資産合計 6,390

(3)

イ 長 期 貸 付 金 41,159

ロ 基 金

( ｲ ) 退職手当基金 90,500

( ﾛ ) 病院整備基金 290,371

基 金 合 計 380,871

ハ 長 期 前 払 消 費 税 947,665

投資その他の資産合計 1,369,695

固 定 資 産 合 計 16,928,488

2 流    動    資    産

(1) 4,853,164

(2) 1,647,742

(3) 76,195

(4) △ 3,050

流 動 資 産 合 計 6,574,051

資 産 合 計 23,502,539

令和４年度厚木市病院事業予定貸借対照表
（ 令　和　５ 年 ３ 月 ３１ 日 ）

　　資　　産　　の　　部　　

貯 蔵 品

投 資 そ の 他 の 資 産

貸 倒 引 当 金

現 金 預 金

未 収 金
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(単位:千円)

3 固　　定　　負　　債

(1) 14,005,824

(2) 2,144,062

(3) 112,450

(4)

イ 修 繕 引 当 金 28,886

ロ 退 職 給 付 引 当 金 822,630

引 当 金 合 計 851,516

固 定 負 債 合 計 17,113,852

4 流　　動　　負　　債

(1) 828,640

(2) 36,737

(3) 53,373

(4) 867,141

(5) 2,200

(6) 13,513

(7)

イ 賞 与 引 当 金 285,886

ロ 法定福利費引当金 80,058

引 当 金 合 計 365,944

流 動 負 債 合 計 2,167,548

5 繰　　延　　収　　益

(1) 4,648,406

(2) △ 3,095,382

繰 延 収 益 合 計 1,553,024

負 債 合 計 20,834,424

(単位:千円)

6 資　　　本　　　金 4,034,683

7 剰　　　余　　　金

(1)

イ 受 贈 財 産 評 価 額 2,924,458

資 本 剰 余 金 合 計 2,924,458

(2)

イ 減 債 積 立 金 62,000

ロ 当年度未処理欠損金 4,353,026

利 益 剰 余 金 合 計 △ 4,291,026

剰 余 金 合 計 △ 1,366,568

資 本 合 計 2,668,115

負 債 資 本 合 計 23,502,539

引 当 金

リ ー ス 債 務

企 業 債

　　負　　債　　の　　部

他 会 計 借 入 金

　　資　　本　　の　　部

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

長期前受金収益化累計額

預 り 金

未 払 金

リ ー ス 債 務

企 業 債

長 期 前 受 金

他 会 計 借 入 金

前 受 金

引 当 金
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注記（令和４年度） 

 

Ⅰ 重要な会計方針 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品 総平均法による原価法による。 

２ 減価償却の会計処理方法 

(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法による。 

主な耐用年数 

建物      ６～４６年 

構築物       ３５年 

器械備品    ３～２０年 

(2) 無形固定資産 

定額法による。なお、自己利用のソフトウェアについては利用可能期間（５年）に

基づいている。 

(3) リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。 

３ 引当金の計上方法 

(1) 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要支給額に相当する

金額を計上している。なお、一般会計が負担すると見込まれる額を除く。 

(2) 賞与引当金 

職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため、当年度に負担すべき支給見込額を計上

している。 

(3) 法定福利費引当金 

職員の期末・勤勉手当の支給に伴う法定福利費の支出に備えるため、当年度に負担

すべき支出見込額を計上している。 

(4) 貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率による回収不能見込額を計上

している。 

４ 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。なお、控除対象外消費税等につ

いては、当年度の費用として処理している。ただし、固定資産に係る控除対象外消費税

等については、長期前払消費税勘定に計上し、20年間で均等償却を行っている。 
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Ⅱ 予定キャッシュ・フロー計算書 

重要な非資金取引 

当年度、新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び負債の額は、それ

ぞれ22,336千円、24,570千円である。 

 

Ⅲ 予定貸借対照表 

企業債の償還等に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債等のうち、他会計が負担すると見込まれる額は

5,674,988千円である。 

 

Ⅳ セグメント情報 

当院の事業は、単一セグメントであるため、記載を省略している。 

 

Ⅴ リース契約により使用する固定資産 

リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理を行っている。 

リース料総額が300万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理を行っている。 

 

Ⅵ その他 

退職給付引当金の取崩しについて 

当年度において、退職手当として66,270千円を支給するため、退職給付引当金49,826

千円を使用する。なお、一般会計が負担する額16,444千円については、退職給付費から

支出する。 
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支　出

1 病院事業費用 11,555,000 83,000 11,638,000

1 医業費用 11,186,033 83,000 11,269,033

3 経費 1,937,820 83,000 2,020,820

収　入

1 資本的収入 798,000 640,000 1,438,000

1 負担金 540,676 315,000 855,676

1 他会計負担金 540,676 315,000 855,676

2 企業債 251,500 325,000 576,500

1 企業債 251,500 325,000 576,500

支　出

1 資本的支出 1,237,000 640,000 1,877,000

1 建設改良費 346,324 640,000 986,324

2 病院整備事業費 20,000 640,000 660,000

令和４年度厚木市病院事業

収　益　的

款　　　　項　　　　目 既決予定額 補正予定額 計

資　本　的　収　入

款　　　　項　　　　目 既決予定額 補正予定額 計

款　　　　項　　　　目 既決予定額 補正予定額 計
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（単位：千円）

区　　分 金　　額

光熱水費 83,000 電気料　都市ガス料

（単位：千円）

区　　分 金　　額

他会計負担金 315,000 一般会計負担金

企業債 325,000 病院整備事業

（単位：千円）

区　　分 金　　額

工事費 640,000 浸水防止対策工事

説　　　　　　　　明

会計補正予算実施計画説明書

支　出

節

及　び　支　出

節
説　　　　　　　　明

説　　　　　　　　明
節

- 13 -


